
 

船舶事故調査報告書 

平成２９年１２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２９年７月２３日 １２時０８分ごろ 

発生場所 香川県小豆島町吉田漁港 

 吉田二等三角点から真方位１９０°６６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３３.４′ 東経１３４°２０.９′） 

事故の概要 水上オートバイSENOO
セ ノ オ

は、発進した際、係留中のプレジャーボート

榛名
は る な

に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年７月２８日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 榛名、５トン未満（９.０７ｍ） 

   ２７１－２６１７３岡山、個人所有 

Ｂ 水上オートバイ SENOO、０.１トン 

２７１－３８９１０岡山、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 操縦者Ｂ、操縦免許 なし 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船尾部外板に圧着痕 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、知人２人を乗せ、吉田漁港南部

の桟橋先端付近に係留中の停泊船（以下「停泊船」という。）の後方

に左舷着けで係留していた。 

 Ａ船は、船長Ａが、左に回頭しながら接近するＢ船に気付き、身構

えたのち、Ｂ船と衝突した。 

 Ｂ船は、操縦者Ｂが１人で乗り、知人１人（以下「同乗者Ｂ」とい

う。）を乗せ、遊走する予定で吉田漁港の錨泊場所から停泊船に向首

する態勢で停船していた。 

Ｂ船は、発進する際、操縦者Ｂが、スロットルレバーを握り過ぎ、

急加速したので、衝突を避けようとハンドルを左に切ったものの、約

２０～３０km/h の対地速力で、その右舷船尾部が係留中のＡ船の右舷

中央部に衝突した。 

 同乗者Ｂは、特殊小型船舶操縦免許を受けていなかった。 

分析  

 

 Ａ船は、吉田漁港南部の桟橋先端付近に係留中、Ｂ船が衝突したも

のと考えられる。 

Ｂ船は、吉田漁港の錨泊場所から発進する際、操縦者Ｂがスロット



 

ルレバーを握り過ぎたことから、急加速し、Ａ船に衝突したものと考

えられる。 

 操縦者Ｂは、特殊小型船舶操縦免許を受けていなかったことから、

水上オートバイを操縦してはならなかった。 

原因  本事故は、Ｂ船が、吉田漁港の錨泊場所から発進する際、操縦者Ｂ

がスロットルレバーを握り過ぎたため、急加速し、吉田漁港南部の桟

橋先端付近に係留中のＡ船に衝突したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・特殊小型船舶操縦免許を受けていない者は、水上オートバイを操

縦しないこと。 

 


